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平成２８年度介護保険運営協議会（第２回）資料 



 

境港市在宅医療 ・ 介護連携推進事業の計画表

・平成30年4月には、(ア)から(ク)の全ての事業項目を実施

・「在宅医療体制充実のための協議会」では、(イ)(ウ)(エ)(オ)の医療側からの計画案を作成。介護や市民団体もふくめた協議の場である「境港市包括ケア推進協議会」に

  おいて、共有を図り、協議を行う。  

○事業項目と取り組み

現在、「介護サービス事業所一覧表」があり、必要 【平成28年度から実施】 【平成28年度から実施】

に応じ提供   ◎「連携ノート」作成 案   ◎ふれあいの家等、高齢者が集う場をとらえ、

【平成28年度から実施】    「あんしん手帳」の活用、配布

案 案   ◎健康推進課と連携した啓発(健康づくり)

→ 活用が難しいようであれば、市独自でリストや   「かかりつけ医」の普及

    マップ作成

【平成25年度から実施中】 【平成29年度実施】 【平成27年度から実施】

  ◎「地域包括ケア実務者会、代表者会」    例)相談窓口、コーディネーター配置    ◎西部総合事務所福祉保健局主催で、医療

【平成27年度から実施中】     ◎西部医師会の「在宅主治医・連携医調整室」      ・介護情報の連携体制構築事業を実施

  ◎「在宅医療体制充実のための協議会」        の周知

・現在、訪問看護ステーションが24時間提供体制を 【平成28年度から実施】

  整えている     ◎多職種による研修会の開催(1回/年)

・現在、定期巡回・臨時対応型訪問介護事業所あり   ◇対象

  ◎「連携ノート」「消防の事前登録システム」の      (医療) 病院、診療所、訪問看護ステーション、歯科

  活用 により、 切れ目のない支援につながる               診療所、薬局

  ※24時間体制の在宅医療体制づくりが課題      (介護) 介護保険事業所、地域包括支援センター

    ◎西部在宅ケア研究会等

(ウ) 切れ目のない在宅医療と介護サービスの提供体制の構築推進 (カ) 医療 ・ 介護関係者の研修

（ア) 地域の医療 ・ 介護サービス資源の把握 (エ) 医療・介護関係者の情報共有の支援 (キ) 地域住民への普及啓発

(ク) 在宅医療 ・ 介護連携に関する関係市区町村の連携(オ) 在宅医療 ・ 介護連携に関する相談支援(イ) 在宅医療 ・ 介護連携の課題の抽出と対応策の検討

   ◎西部圏域在宅医療・介護連携に係る意見交換会等

  ◎「医療連携ガイド」や「在宅ケアハンドブック」の活用



◆「もしもの時のあんしん手帳」の活用について 

１． 目的 

西部医師会が平成２７年度に作成した「もしもの時のあんしん手帳」を活用し、市民に啓発することで、

在宅医療、看取り、生き方について関心を高める。 

 

２． 手帳の概要 

１） サイズ  A5 

２） 内容 

① 介護が必要になったら     ②もしもの時の医療について   ③大切な人へ伝えたいこと 

④ かかりつけ医と緊急連絡先 

     ★説明のポイント 

誰もが、いつかは死を迎える。元気だからこそ、思いを伝えられる今、笑って過ごしている今、自分

のもしもの時のために、介護や医療についての希望、伝えたいことを記録しておきましょう。 

３） その他 

西部医師会に講座の依頼をすれば、医師による講師派遣可能。 

 

３． 方法 

１） 「在宅医療体制充実のための協議会」「包括ケア推進協議会 実務者会、代表者会」「介護保険運

営協議会」委員に実施について通知する。 

２） 民生児童委員、地区社会福祉協議会、ことぶきクラブ連合会、自治連合会の会長会等にて概要を

説明。要望があった場合、職員等が利用目的や内容について説明し、手帳を配布する。 

３） 医師等による講演会に合わせ、職員等が利用目的や内容について説明し、手帳を配布する。 

４） 希望者には、配布ができるよう、概要等を市報、ホームページに掲載。 

     

４． 配布（見込み）先 

配布先 配布数 

関係機関等 ・在宅医療体制充実のための協議会、包括ケア推進協議

会、介護保険運営協議会の委員（各自に配布） 

・民生委員（７月の定例会で説明） 

・地区社会福祉協議会（7/1）会長会で説明 

・ことぶきクラブ連合会理事会 

・自治連合会正副会長会で説明（７月下旬予定） 

・その他、会合に合わせ配布 

４０ 

 

９０ 

１０ 

３０ 

１０ 

２０ 

要望に応じて ・ふれあいの家３６会場 

平成２８年度 登録人数 約８２０人 

・認知症予防サークル 

１４サークル、平成２８年度 登録人数 約２７０人 

・自治会、単位高齢者クラブ 

８００ 

 

２００ 

 

５００ 

その他、講演会等  ８００ 

合計 ２５００ 
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